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ホ 脅第四回 講演 龠　昭和十四年十一月 十八FI 午後一 時牟 より 東京帝図大學 法文 經第

三十七番政室 に於て閼傴 。講演 は

市河三喜氏　 人 として のOtto Jesl)ers ｅｎ ･イ ェ スペル セン の自叙 博En Sp ｒｏｇ-

ｍａｎｄｓ Le ｖned( Ｋｏｂｅｎｈａｖn 1938) を中心 として、 この有名 な言 語亭者 の人 と

し て の考察。( 言 甌研究第四號71-2 頁及 ぴ'英 文學研究第二十卷 第一81 頁以

下参 照 。)

神保格氏　 ビ。－ ラーの言 語三匐 能跪( 本誌所載 の箒 演原稿 を爲られ たし:)

咄衆 は約 百 名 であっ た。

本龠評議員會　昭和十五年三月十三日午後七時より東京神田の學士會館に於て。 出

席者は新村出會長、市河Ξ喜・金田一京助･神保格･東 條操･西脇順三郎･福島直四郎の各

評埀員、及び井筒俊彦･木村彰一･月嚇 智賀亭･高津春繁 の各幹事。決識事項は下の如く

である。

－、 本會會則第六條の終りに

「會員にして一時lこ金百圜以上を訥 めた者は爾後會費を要しなV･ヽ」

を挿入する。（木銃表紙襲の會則を参照）

一、 本會總會を来る五月十一日（土曜日）

午後一時牛より東京帝國大旱法文覦第三十六番教室に於て開く。 雷演者は追って

交渉。その後同學内山上會議所にて晩餐會を仙す。

一、 本會幹事痛期につき、評議會に計った所、企部重任と決定。

一、 総會廁演會以外に今秋會員丈の集會を開き、相互の親睦をはかる。

本會の會計年度は従来七月であったが、種々の不便があったため、昨年より十二月

に改や、會費はすべて前納とすることにした散に昭和十三年度の會煢は昭和十四年七

月を以って切れ、七月より十二月の間が昭和十四年度の周問とな‘つたため、その間に出

すぺき號として第四凱を特別に出し、昭和十四年度分の會費として維持會員よりは貮

咄を、普通會員よりは壹圖を徴集した。 會員中には或ひは不審を抱かれた方もあった
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かと思ふが、上の様な事情であったためで、匐諒承を乞ふ次第である。（爾ほこの事は

前號に別刷の紙を入れて會員に通知して苣いた。） 今年よりは毎年三册（一銃約百二

十頁全傴で約三百六十頁）づっ「言語研究」を発行する。 但し印刷技術」二甚だ困果 な

る論文が多いため、段３活字の不足を來し、又新らしく鎔洫する必旻があるため、發行

が不規則となりがちであるが、之はお許しを乞ふ。

本銃は何時もよりは稍､頁數が少いが、これは次號以下で頁欽を盆し、一年分で約三

百六十頁とする豫定である。

本會幹亊八木龜太郎氏本年二月十日吉召、｡勇躍出征せられた。

寄 贈 圖 書
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ソ シ ュ･－ ル 著･ 小 林 英 夫 譯 言 語 學 原 論 東 京 昭 和 十 五 年 ，（ 課 者 寄 贈 ）
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